
日本とEU２７か国のアニマルウェルフェアの動向とAWFCJの役割

―特に平飼い卵の視点から―

先進国では、動物福祉（アニマルウェルフェア）の取り組みが進んでいます。

例えばEU27 か国の採卵鶏では 2012 年に従来型の狭いバタリーケージが禁止されて以来、ケージフリー養鶏への転換が急速に進展し、

ケージフリー養鶏がすでに一般的になっています。ケージフリーとは、平飼い (エイビアリーを含む )、放牧、鶏が食べる飼料にまでこだ

わった有機生産の３つの生産方法です。9月 10 日に発表されたEUの最新のデータによると 2024 年実績で 61.9% の採卵鶏がケージフ

リーで飼育されていましす。（残り約 38％も広いエンリッチケージ）。ケージフリー化への動きは止まることがありません。生産方法につ

いては卵そのものに 0（有機）、１（放牧）、２（平飼い）、３（エンリッチ）の数字を印字することによって消費者に見える化したことが、ケー

ジフリー化を著しく促進した成功要因と考えられます。

日本においても、近年、多くのスーパーで平飼い卵を目にするようになりました。

東京オリンピックを契機に流通業界が注目するようになり、大手スーパーの手頃な価格帯のプライベートブランド平飼い卵も登場した

ことで、平飼い卵は消費者の身近な存在になりつつあります。

とはいえ、アニマルウェルフェアという言葉や内在する意味や意義については、まだ身近とはいえないようです。

昨年 2024 年のオーガニックライフスタイル EXPO in 東京の当会のブースにおいて日本獣医生命科学大学 4 年生の実施したアンケー

ト調査では平飼い卵の購入経験は、ほぼ 100％でした。とはいうもののアニマルウェルフェアの言葉については 52％は知っていると答

えましたが、知らないが 34％、聞いたことがある 14％との結果でした。さらに有機畜産の飼育条件にアニマルウェルフェアへの配慮が

含まれていることについて尋ねたところ、知らないとの回答が 54％と半数を超えています（図２）。アニマルウェルフェアの普及にはま

だまだ課題も残されているようです。

さて、AWFCJ は 2015 年にアニマルウェルウェアのフードチェーンの実現を目指してさまざまなステークホルダーが協働で設立した

団体です。前身である 2002 年に発足した「農業と動物福祉に関する研究会」から考えるとすでに４半世紀近くが経過しました。

2023 年 7月には農林水産省からWOAH( 世界動物保健機関 )のコードに沿った「アニマルウェルフェアに関する飼養管理指針」が公表

され、今後は国内のアニマルウェルウェアへの取り組みが促進すると期待されます。

これまでのAWFCJ の国際シンポジウムやセミナーの開催等の地道な活動が、このような動きに少なからず寄与してきたと言っても過

言ではありません。

今後もオーガニックライフスタイルEXPOへの出展やアニマルウェルフェア大学、デモンストレーション農場の認定、ニュースレター

の定期的な発行等を通してより広く社会への普及広報活動を行いながら、国内でのアニマルウェルフェアの普及と発展を目指していく

所存です。 今後とも当会へのご支援とご協力をお願いいたします。

AWFCJ 代表　植木　美希     （日本獣医生命科学大学　名誉教授）

有機畜産物がアニマルウェルフェアに配慮した
畜産物であることを知っていますか。アニマルウェルフェアについて知っていますか。（図１） （図 2）
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家畜は物ではない
人間と同じように、
ストレスを感じるいのちです。

【京都】かんばやし　自然農園グループ
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AWFCJ（アニマルウェルフェアフードコミュニティジャパン）では、アニ

マルウェルフェアを学び、参加者の交流とネットワークを広げるアニマ

ルウェルフェア大学を開講いたします。第１回は特別版！　多くの消費

者に愛され、支持されて、輪を広げている渥美フーズによる「五方よし」の

豊かな社会を学びます。循環型農場オアシスファームでの「エコサークル

ツアー」と、ここだけのアニマルウェルフェアフードを味わい、みんなで

学び、語らう場に参加しませんか？

第1回　アニマルウェルフェア大学　「五感をつかったアニマルウェルフェア」

instgram facebookHP mail

会員募集中
お申し込みはホームページから
https://awfc.jp/memberinscript/
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2025年11月1日（土）～2日（日）開催

日本型アニマルウェルフェアの未来を描く
「放牧の可能性と放牧の基礎～耕作放棄地を放牧で蘇らせよう～」　

宮脇　豊氏　（サージミヤワキ株式会社代表取締役社長）

「アニマルウェルフェアの多様性」　　

氏本長一氏（かんばやし自然農園グループ（京都府綾部市）世話人）

「地域スーパー×アニマルウェルフェア

渡会一仁氏　（株式会社渥美フーズ・株式会社あつみ編集舎　代表取締役社長）

10:30 豊橋駅前集合　　
11:00-13:30  ビオあつみ豊橋店散策、ランチ他
14:00-16:00 特別エコサークルツアー  
18:00 渥美半島醸造前庭での交流会
 ゲストハウス宿泊
※自家用車の方は11時ビオあつみ集合
※長靴、軍手をご持参ください。

9:00-11:00 講義
 「日本型アニマルウェルフェアの未来を描く」　
12:30 昼食　渥美食堂　
14:30 豊橋駅解散
※東日本、東京方面からは新幹線ひかりが便利です。

渡会社長のガイドでオアシスファームの

果樹園放牧鶏、遊休農地放牧牛などを見学

渥美半島放牧短角牛、放牧鶏、

地元野菜と渥美半島クラフトビールを堪能

感じる

味わう

学　ぶ

DAY01 11月1日（土）

DAY02 11月2日（日）

日　時 2025年11月1日（土）2日（日）

定　員 20名

申込締切 10月25日（土）

場　所 オアシスファーム（愛知県豊橋市寺沢町字西向530）他

参加費 16,000円　 (AWFCJ会員　14,000円)　

参加費に含まれるもの

特別エコサークルツアー（ランチ付）夕刻の交流会（飲み物別途）

講座受講料、宿泊費、2日目の昼食（渥美食堂）

※2日目の朝食は含まれません。

※マイクロバスご利用の方は実費をいただきます。

お支払い 現地現金支払い

キャンセル 10月25日から100％発生します。

主　催 AWFCJ

お問い合わせ　AW大学担当岡田

tomokon@d6.dion.ne.jp　090-2995-1976

申し込み https://forms.gle/EJJkZ2Tofr7G3eSG7

お申し込みQR


